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口腔腫瘍治療学分野 
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拓哉，佐久間泰治，佐々木啓一，今村佳樹: Ⅱ.ペインリハビリテーションの実践 B. 慢性疼痛の原因となる各種
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4． 川﨑五郎. 油症患者における口腔細菌数に関する検討. 平成 29 年度食品の安全確保推進事業報告集 35-36, 2018. 
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1． 梅田正博．第 1 章（1）周術期口腔機能管理とは．梅田正博，五月女さき子，編著．Clinical Question でわかるエビ

デンスに基づいた周術期口腔機能管理．医歯薬出版 東京 2-4, 2018． 

2． 五月女さき子．第 2 章（3）非常勤歯科医師で実施している例，梅田正博・五月女さき子編者．Clinical Question
でわかるエビデンスに基づいた周術期口腔機能管理．医歯薬出版 東京 16-20, 2018. 
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いた周術期口腔機能管理．医歯薬出版 東京 28-31, 2018. 
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周術期口腔機能管理．医歯薬出版 東京 32-38, 2018. 

5． 五月女さき子．第 3 章（3）臓器移植，梅田正博・五月女さき子編者．Clinical Question でわかるエビデンスに基づ

いた周術期口腔機能管理．医歯薬出版 東京 39-43, 2018. 

6． 林田 咲．第 3 章（6）挿管患者，梅田正博・五月女さき子編者．Clinical Question でわかるエビデンスに基づいた

周術期口腔機能管理．医歯薬出版 東京 53-57, 2018. 

7． 林田 咲．第 3 章（7）骨吸収抑制薬投与患者，梅田正博・五月女さき子編者．Clinical Question でわかるエビデン

スに基づいた周術期口腔機能管理．医歯薬出版 東京 58-62, 2018. 

8． 坂本由紀．第 3 章（9）口腔ケアと検査値の読み方，梅田正博・五月女さき子編：Clinical Question でわかるエビデ

ンスに基づいた周術期口腔機能管理．医歯薬出版. 東京 69-73, 2018． 

9． 五月女さき子．第 4 章（Q1）周術期口腔機能管理により術後肺炎を防げますか？，梅田正博・五月女さき子編者．

Clinical Question でわかるエビデンスに基づいた周術期口腔機能管理．医歯薬出版 東京 76-78, 2018. 

10． 船原まどか．第 4 章（Q2）周術期口腔機能管理により手術部位感染 (SSI) を防げますか？，梅田正博・五月女さ

き子編者．Clinical Question でわかるエビデンスに基づいた周術期口腔機能管理．医歯薬出版 東京 79-81, 2018. 

11． 船原まどか．第 4 章（Q4）がん手術時の口腔ケアの適切な方法は？，梅田正博・五月女さき子編者．Clinical Question
でわかるエビデンスに基づいた周術期口腔機能管理．医歯薬出版 東京 85-87, 2018. 

12． 五月女さき子．第 4 章（Q6）放射線性う蝕の予防法は？，梅田正博・五月女さき子編者．Clinical Question でわか

るエビデンスに基づいた周術期口腔機能管理．医歯薬出版 東京 90-91, 2018. 

13． 五月女さき子．第 4 章（Q10）分子標的薬による口腔有害事象にはどのような対策をとればよいでしょうか？，梅

田正博・五月女さき子編者．Clinical Question でわかるエビデンスに基づいた周術期口腔機能管理．医歯薬出版 東

京 106-107, 2018. 
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Question でわかるエビデンスに基づいた周術期口腔機能管理．医歯薬出版 東京 113-116, 2018． 

15． 五月女さき子．第 4 章（Q13）肝移植前患者の抜歯時に注意すべきことは？，梅田正博・五月女さき子編者．Clinical 
Question でわかるエビデンスに基づいた周術期口腔機能管理．医歯薬出版 東京 117-119, 2018. 

16． 林田 咲．第 4 章（Q14）挿管患者の口腔ケアに咽頭洗浄は必要？，梅田正博・五月女さき子編者．Clinical Question
でわかるエビデンスに基づいた周術期口腔機能管理．医歯薬出版 東京 120-122, 2018. 

17． 五月女さき子．第 4 章（Q15）骨吸収抑制薬投与患者の顎骨壊死（MRONJ）予防のためにはどのような口腔管理

をすればよいでしょうか？．梅田正博・五月女さき子編者．Clinical Question でわかるエビデンスに基づいた周術

期口腔機能管理．医歯薬出版 東京 123-125, 2018. 

18． 林田 咲．第 4 章（Q17）顎骨壊死を生じたらどのように対応すればよいでしょうか？，梅田正博・五月女さき子

編者．Clinical Question でわかるエビデンスに基づいた周術期口腔機能管理．医歯薬出版 東京 129-132, 2018. 
19． 船原まどか．第 4 章（Q19-3）口腔内に痛みがある患者の口腔ケアにおける注意点 -舌清掃や含嗽剤の選択はどの

ようにしたらよいでしょうか？， 梅田正博・五月女さき子編者．Clinical Question でわかるエビデンスに基づいた

周術期口腔機能管理．医歯薬出版 東京 146-149, 2018. 
20． 五月女さき子．26 歯科・口腔外科疾患：口腔習癖．福井次矢，高木 誠，小室一成 編．今日の治療指針 私はこ

う治療している 2018 1590-1591, 2018. 
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   0        0        13        0        12       40 

 
社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

梅田正博・教授 代議員 日本口腔外科学会 

梅田正博・教授 評議員 日本口腔科学会 

梅田正博・教授 常任理事 日本口腔腫瘍学会 

梅田正博・教授 評議員 日本頭頸部癌学会 

梅田正博・教授 代議員 日本有病者歯科医療学会 

梅田正博・教授 理事 日本口腔ケア学会 

梅田正博・教授 共同研究委員会委員長 日本口腔腫瘍学会 

梅田正博・教授 共同研究委員会ワーキング 1 ワーキング長 日本口腔腫瘍学会 

梅田正博・教授 共同研究委員会委員長 日本口腔ケア学会 

川﨑五郎 

・准教授 

代議員 日本口腔外科学会 

柳本惣市・講師 教育委員 日本頭頸部癌学会 

柳本惣市・講師 口腔癌取扱い規約検討委員会 日本頭頸部癌学会 

柳本惣市・講師 学会誌編集委員 日本口腔ケア学会 

柳本惣市・講師 口腔癌診療ガイドライン改訂委員会協力委員 日本口腔外科学会 

柳本惣市・講師 学会雑誌査読委員 日本口腔ケア学会 

柳本惣市・講師 調査・企画ガイドライン推進プロジェクト委員会委

員 
日本有病者歯科医療学会 

柳本惣市・講師 抗血栓療法ガイドライン改訂システマティックレ

ビューチーム委員 
日本有病者歯科医療学会 

五月女さき子 

・講師 

学会誌編集委員 日本口腔ケア学会 
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五月女さき子 

・講師 

ワーキング 1 ワーキング長 日本口腔ケア学会 

五月女さき子 

・講師 

学会雑誌査読委員 日本口腔ケア学会 

柚鳥宏和・講師 口腔癌診療ガイドライン改訂委員会協力委員 日本口腔外科学会 

 
競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

梅田正博・教授 日本学術振興会 代表 
 

基盤研究（C） 
多施設共同前向き研究による舌癌予防郭清

の適応決定と転移関連バイオマーカー検索． 

梅田正博・教授 日本学術振興会 分担 
 

基盤研究（C） 
放射線性顎骨壊死の病態と発症リスク因子

の解明に関する多施設共同研究． 

柳本惣市・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
遠隔転移に関与するエクソソームmicroRNA
解析による口腔癌治療標的分子の探索． 

五月女さき子 
・講師 

日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
放射線性多発う蝕の発生機序の解明と予防

法に関する多施設共同ランダム化比較試験． 

五月女さき子 
・講師 

 

日本学術振興会 分担 
 

基盤研究（C） 
放射線性顎骨壊死の病態と発症リスク因子

の解明に関する多施設共同研究． 

五月女さき子 
・講師 

 

日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 
口腔常在菌による誤嚥性肺炎発症機構の分

子的解析と宿主リスク評価法． 

五月女さき子 
・講師 

 

ライオン歯科材株式会社 代表 受託研究 
トレー法によるフッ化物局所応用による頭

頸部放射線治療後の多発性う蝕予防． 

鳴瀬智史・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 
口腔癌に対するセツキシマブの治療効果を

高めるための薬剤感受性制御機構の解明. 

奥山紘平・助教 日本学術振興会 代表 若手研究 
Fucci 導入舌癌細胞における Cetuximab の細

胞周期動態と放射線増感解析． 

川北晃子・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 
抗菌薬の口腔内局所投与による食道がん術

後肺炎の予防：多施設共同ランダム化比較試

験． 

林田 咲・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 
薬剤関連顎骨壊死治療の多施設共同前向き

観察研究と病理組織学的病態解析． 

 


